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報告の要旨 

 

 1990 年代以降、および 2000 年以降に米国および日本の諸都市において進展している

都市内分権（Neighborhood Council（米国）、まちづくり協議会（日本））においてすす

められる、高齢者の見守りサービスやコミュニティ防犯等の地域サービスの供給へのコ

ミットの実際のありようを、実地調査を通じてそれぞれの背景と展開位相を分析し明ら

かにする。 

 米国においては、1980 年代に萌芽的に、90 年代に本格的に Neighborhood Council が

ポートランド、ロサンジェルス、シアトル、タコマ市等において設立されてきた。日本

においては、2000 年以降、まちづくり協議会（地域組織の名称等）が一般制度と接合し

た形で少なくとも 300 以上の市町村において設立されてきている。 

 ところで、高齢者の見守りサービスやコミュニティ防犯等の地域サービスの供給の点

で、その様相について異なることに着目した。そして、制度調査と現地調査（ヒアリン

グ調査）をおこない、米国の都市内分権組織の地域サービス供給の実際について、その

提供者、提供される内容、自治体との関係性等の調査をおこなった。 

 その結果、米国の都市内分権組織の場合に審議会的性質の強く、サービス供給を NPO

等に委ねる傾向の強いことが判明し、そしてそれに比して、日本にあっては都市内分権

組織自体が供給にコミットする動向がいくつかの諸相を中心として現れていることが

浮かび上がってきた。 

地域社会・地域問題 (1)
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